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１．はじめに

　1990年代以降，Putnam（1993）の研究に端を発してソーシャ

ル・キャピタルという概念に注目が集まっている．鹿毛（2002）

は，目的達成のために社会的ネットワークを資本として活用し，

一見，非合理に見える協調的行動の合理的説明を目的とするのが

ソーシャル・キャピタルの理論的枠組みであると述べている．そ

して，社会学において Coleman（1988）が扱っていたソーシャ

ル・キャピタルの理論的枠組みを Putnam（1993）が政治学に援

用したことで，政治学・社会学を中心に，また経済学，歴史学，

心理学などの隣接領域も巻き込みながら，幅広い論争が繰り広げ

られてきた（鹿毛，2002）．実践的には，イギリス，カナダ，オー

ストラリア，ニュージーランド，そして日本において政府レベル

で調査が行われている．さらに，国際協力事業団（2002），OECD

（2001），The World Bank（Grootaert and Basteler，2001；

Grootaert et al．，2004；Woolcock and Narayan，2000）といっ

た国際組織が，主に開発援助活動における協調行動においてソー

シャル・キャピタルの重要性を報告している．これらの報告書の

中で，スポーツが私的財としてだけではなく，むしろ非排除性や

非競争性に特徴づけられる公共財としての性質を有している（長

積ら，2006）ことが注目され，運動・スポーツとソーシャル・キャ

ピタルに重要な関連性があると述べられている．

　わが国で運動・スポーツが公共的な側面から注目されるように

なったのは，「社会体育－考え方・進め方－」（文部省，1960）と

「経済社会基本計画」（経済企画庁，1973）であろう．当時の高度

経済成長を背景としながら，社会の流動化・都市問題によって従

来の町内会等の既成組織が弛緩し，地域スポーツ団体をはじめと

した自主的な市民活動団体が行政のパートナーとして位置付けら

れるようになった（鰺坂，2006）．その後，各自治体にて地域ス

ポーツ振興事業が展開され，1995年には文部省（当時）によって

「総合型地域スポーツクラブ（以下，「総合型クラブ」と略す）育

成モデル事業」が開始された．そして，スポーツ振興基本計画（文

部省，2000）とスポーツ基本計画（文部科学省，2012）の基本方

針において，コミュニティの中心となる地域スポーツクラブの育

成・推進が掲げられている．すなわち，地域スポーツ振興という

公共性の高い取り組みの中心的な役割を地域スポーツクラブに位

置づけ，地域住民の主体性によるクラブ運営がコミュニティ形成

に寄与することを期待している．しかし，文部科学省（2015）が

報告するように，60％以上のクラブが「会員の確保（増大）」，「財

源の確保」，「指導者の確保（養成）」という課題を抱えている．ま

た総合型クラブは，行政主導と住民の依存体質を脱し，住民主導

型の地域スポーツ振興組織（八代，1996）を目指したものである

が，嘉門（2016）が指摘するように，現状は行政主導による量的
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拡大が先行し，クラブの設立意義である生活課題に沿って地域住

民が主導してクラブを運営していくという観点からは不十分な育

成状況であるといえる．「新しい公共」（内閣府，2010）という言

葉に表されるように，行政と地域住民が協働しながら公共性の高

い事業に取り組むうえでは，協調行動を促進するとされるソーシャ

ル・キャピタルの概念を活用し，地域スポーツ振興を担う総合型

クラブの運営や育成支援のあり方を検討することは意義あること

と考えた．したがって本研究の目的は，文献レビューを通し，総

合型クラブを対象としてソーシャル・キャピタル論を援用する際

の研究課題を検証することである．

２．研究方法

　本研究は，以下「ソーシャル・キャピタルをめぐる議論の概観」，

「スポーツ分野におけるソーシャル・キャピタル研究の動向」，「総

合型クラブに関する研究の動向」，「総合型クラブを対象とした研

究におけるソーシャル・キャピタル論の有効性と課題」によって

構成し，研究目的を達成することを試みた．これらの構成を設定

した事由を順にあげていく．まず，「ソーシャル・キャピタルをめ

ぐる議論の概観」を設定したのは，理論面・実践面で「ソーシャ

ル・キャピタル」概念の使用が拡大する一方で，その具体的な内

容について統一的な理解があるわけでは決してない（鹿毛，2002）

ためである．したがって，ソーシャル・キャピタルに関する研究

の系譜を概観し，それらの研究におけるソーシャル・キャピタル

の定義を整理する必要性がある．次に，「スポーツ分野における

ソーシャル・キャピタル研究の動向」を設定したのは，ソーシャ

ル・キャピタルとスポーツに関するどのような事象との間で関連

性を検証しているのかを，研究トピックの傾向から探るためであ

る．そして，「総合型クラブに関する研究の動向」を設定したの

は，現在までに行われている研究トピックの傾向から，ソーシャ

ル・キャピタルとの関連性がうかがえる要因を検討するためであ

る．さらに，「総合型クラブを対象とした研究におけるソーシャ

ル・キャピタル論の有効性と課題」において，前述の３つの構成

において示された研究トピックなどを通じて，総合型クラブを対

象とした研究におけるソーシャル・キャピタル論の援用において，

有効性と研究課題を示すためである．「スポーツ分野におけるソー

シャル・キャピタル研究の動向」と「総合型地域スポーツクラブ

に関する研究の動向」ではインターネット上で公開されている文

献検索データベース，具体的には，「CiNii（国立情報学研究所論

文情報ナビゲータ）」，「J-STAGE（総合電子ジャーナルプラット

フォーム）」，「Science Direct（エルゼビア・ジャパン社）」，及び

「Web of Science Core（トムソン・ロイター・プロフェッショナ

ル社）」を活用した．質的研究と量的研究に分類したうえで，それ

ぞれの研究トピックをもとに研究の動向を整理していく．

３．ソーシャル・キャピタルをめぐる概観

　表１は，ソーシャル・キャピタルに関する過去の研究と，それ

ぞれの研究においてソーシャル・キャピタルがどのように定義さ

れてきたかを示している．Putnam（2000）によると，ソーシャ

ル・キャピタルという用語を最初に用いたのは Hanifan（1916）

とされている．この知見において，ソーシャル・キャピタルを「善

意，友情，共感，そして社会単位を構成する人間間，家族間の社

会的交流」と定義し，コミュニティ形成において地域と学校との

相互関係の重要性を主張する際に用いている．Putnam（2000）

は，この定義を受けて，後世のソーシャル・キャピタルの解釈に

おける重要な要素を既にほとんど含んでいると指摘している．し

かしながら，当時はソーシャル・キャピタルという概念に対して

注目が集まることはなく，研究の潮流が一時的に途絶えてしまう．

次にソーシャル・キャピタルを用いて議論を行なったのは Jacobs

（1961）とされる．当時，再開発が進むアメリカ都市部において，

多様な住民が混在していた旧来の都市構造にこそ隣人同士のネッ

トワークとしてのソーシャル・キャピタルが形成されており，都

市発展の持続可能性において重要な要因であることを主張してい

る．

　この後，ソーシャル・キャピタルに関する研究は，個人レベル

に焦点を当て資本としての性格を明確に捉えながら議論される．

Loury（1977）は，「人的資本の獲得を助ける社会的装置で，長期

的な社会関係性の結果もたらされるもの」としてソーシャル・キャ

ピタルを定義し，人的資本の獲得をするうえでの社会関係性を資

本として議論している．またBourdieu（1986）は，階層分化の要

因として経済的資本・文化的資本と並ぶ資本としてソーシャル・

キャピタルをあげ，「制度化された相互の知己，認知関係の持続的

なネットワークの所有と関連した，現実のあるいは，潜在的な資

源の総体」と定義し，様々な資本へのアクセスに欠かせない要因

としている．Bourdieu（1986）と Loury（1977）におけるソー

シャル・キャピタルの定義は，個人がより有効な人的資本を獲得・

活用するための社会ネットワークの機能を資本として捉え，社会

的・経済的便益を得ることが念頭に置かれている．そしてColeman

（1988）は，ソーシャル・キャピタルを「個人に協調行動を起こさ

せる社会の構造や制度で，信頼・互酬性の規範・社会的ネットワー

ク，または，人々の間の関係に構造的に内在するもの」と定義し，

個人間に形成される形態でありながら，公共性に寄与する側面を

より強調している．また，「他の資本と同様に生産的であり，それ

なしでは獲得することのできない特定の目的を実現することを可

能にする」という特性を述べており，意図的に投資できるものと

主張している．Bourdieu（1986）や Coleman（1988），Loury

（1977）によるソーシャル・キャピタルの定義が個人間に属する形

態の資本であることを示したことから，Baker（1990），Burt

（1992）の定義では個人が自己の利益を得るための私的財としての

資本の性格が強調される．Baker（1990）はソーシャル・キャピ

タルを「個人がもつ経済的，人的資本を使う機会を与えるネット

ワーク」と定義し，ソーシャル・キャピタルが明確に個人レベル

に形成されることを述べ，経済学的視点での資本の活用機会を生

み出すものとして捉えている．さらに，Granovetter（1973）に

よる弱い紐帯のネットワーク論への批判として，Burt（1992）は

ネットワークの構造的な隙間をつなぐことこそ個人の経済的な競

争力を高めるとし，ソーシャル・キャピタルを「関係構造におけ

る個人的位置づけによって創造される利点」と定義した．これを

実証する形で，Gabbay（1997）は私的財としてのソーシャル・

キャピタルが経営者同士という個人間において形成されることで，

IT 関連企業の隆盛に結びついたことを主張している．したがって
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鹿毛（2002）が述べるように，社会学においてはソーシャル・キャ

ピタルを個人レベル，言い換えればミクロで捉える概念として議

論が進められるようになったといえる．

　Putnam（1993）がColeman（1988）の知見を援用し，ソーシャ

ル・キャピタルの概念を用いてイタリアの州ごとの統治パフォー

マンスの差を検証したことを契機に，ソーシャル・キャピタルの

概念が政治学でも重要な概念として認識されるようになった．

Halpern（2005）は，Putnam（1993）の発表以降でソーシャル・

キャピタルに関する学術論文数が右肩上がりとなっており，2003

年当時で300本近い学術論文が発表されていることを報告してい

る．Fukuyama（1995）は，Putnam（1993）の知見を受けて，

「信頼が社会に広くいきわたっていることから生じる能力，あるい

は集団を構成するメンバー間で共有されるインフォーマルな価値，

あるいは規範全体」とソーシャル・キャピタルを定義している．

Putnam（1993）や Fukuyama（1995）は，社会的な協調行動を

促す社会的信頼を強調しており，実践的な公共政策に関わる事象

との関係性を論じられるようになる．Evans（1996）や Collier

（1998）においては，ソーシャル・キャピタルを政府と市民という

二群間の関係性において限定的に捉えている．Evans（1996）は，

公的なソーシャル・キャピタルと私的なソーシャル・キャピタル

が存在し，両者が機能することによって政府と市民との社会的連

結を助けると主張している．また Collier（1998）は，政府と市民

との相互作用においてソーシャル・キャピタルが持続的に作用す

ることを述べている．そして，政治学におけるソーシャル・キャ

ピタルの知見が，各国政府のソーシャル・キャピタルに関する調

査・研究（Australian Bureau of Statistics，2006；Canada Sta-

tistics，2000；Office for National Statistics，2003；Statistics 

New Zealand，2001）を促すことになったといえる．

　2000年前後になると，ソーシャル・キャピタルがもたらす公益

性を国や州などの行政レベルではなく，国際的な開発援助に焦点

を当てて論じられることが増えてくる．具体的には，The World 

Bank，OECD，国際協力事業団（現，国際協力機構）といった国

際組織が，開発援助や経済協力に対する効率を検証するうえで，

対象となる地域の集団行動とソーシャル・キャピタルとの関係性

を検証している．すなわち，発展途上国や災害復興地域において

経済的な資本を投入するうえで，これらの資本がより効率的に活

用されるソーシャル・キャピタルが蓄積されているか，ソーシャ

ル・キャピタルを形成するように介入を行う必要があるのかを判

断するうえで，ソーシャル・キャピタルの計測手法を開発するに

至っている．したがって，ソーシャル・キャピタルを実践的にか

つ量的に把握する指標を検討する際に，開発援助の文脈に沿って

ソーシャル・キャピタルの定義がなされている．The World Bank

（Krishna and Uphoff，1999；Woolcock，1998；Woolcock and 

Narayan，2000）においては，ソーシャル・キャピタルを規範と

ネットワークを有する概念として定義し，その性格は相互利益，

互恵的，共同的といった集団行動を促すものであるとしている．

OECD（2001）においては規範・ネットワークを有し，協力行動

を促す要因として捉えており，国際協力事業団では，開発目標と

いう限定的な対象に対して，協調行動を促す要因として定義して

いる．国際援助機関によるソーシャル・キャピタルの認識は，

Putnam（1993）が定義する協調行動を効率化する規範・ネット

ワークという側面，Coleman（1988）が定義する個人間において

構造的に内在するという側面を兼ね備えているといえる．

　ソーシャル・キャピタルをめぐる研究の系譜をまとめると，ま

ず1960年代に，社会学における都市やコミュニティにおける公共

性や社会的包摂の性格を表す概念として論じられた．その後，人

種や階層と並んで社会的格差を生み出す要因の一つとして，ある

いは公共的な活動を促進する要因として，経済的・人的資本を獲

得するうえでの重要な資本の一種として捉えられた．1990年代に

入ると，政治学的に行政パフォーマンス等のマクロ・レベルでの

現象との関連性の検証が進み，一方で，経済学・経営学の視点か

ら，個人が成果を生み出すミクロ・レベルでの現象を促進する要

因としての議論が進んだ．近年では，国際的な事業である開発援

助や経済協力を効率化する，または促進する要因として，実践的

な研究や報告が寄せられている．以上，ソーシャル・キャピタル

との関連性を検証している対象の違いにより，ソーシャル・キャ

ピタルがもたらす成果の違いが定義に反映されていた．Ostorm 

and Ahn（2003）は，ソーシャル・キャピタルを国や行政区分等

の集団レベルで捉える場合と，個人・組織等の個人レベルで捉え

る場合が存在することが，ソーシャル・キャピタルの定義コンセ

ンサスが取れていないことの要因としてあげている．したがって，

ソーシャル・キャピタルとの関係性を検証する事象に沿った定義

に基づいて議論を展開していくことが重要であると考えられる．

４．スポーツ分野におけるソーシャル・キャピタル研究の動向

　先行研究の収集にあたっては，インターネット上にて公開され

ている文献検索のデータベースのうち，和文に関しては「CiNii」

と「J-STAGE」，英文に関しては，「Science Direct」と「Web of 

Science Core」の文献検索データベースを用いた．文献を検索す

る際には，CiNii では詳細検索の「タイトル」，J-STAGE では詳

細検索の「標題」，Science Direct では advanced search の

“journal or book title”，Web of Science Core では検索条件で

「タイトル」というように，検索範囲を制限し，和文では，「スポー

ツ」と「ソーシャル・キャピタル」，英文では“sport” と“social 

capital”をキーワードとした．検索の結果，CiNii では27件，

J-STAGE では０件，Science Direct では24件，Web of Science 

Core では32件が該当した．これらの文献のうち，CiNii について

は学会発表抄録集・予稿集の10件を除いた17件，Science Direct

については book title の14件を除いた10件を分析対象とした．ま

た，Science Direct の検索結果と Web of Science Core の検索結

果の間に４件の重複がみられた．これらから，スポーツとソーシャ

ル・キャピタルの関係性を実証的に明らかにする研究目的を設定

しているものを選別し，ソーシャル・キャピタルの質的研究と量

的研究を分類した．いずれの研究区分においても，研究目的，調

査対象，調査方法，ソーシャル・キャピタルとの関連・影響要因，

結果を整理した．これらに加えて量的研究においては，ソーシャ

ル・キャピタルの指標，分析方法について整理した．

　表２は，スポーツとソーシャル・キャピタルの関係性について，

質的に検証した研究を示している．それぞれの研究トピックにつ

いて，研究目的，ソーシャル・キャピタルとの関連・影響要因，
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結果を概観して，「社会的包摂」，「コミュニティ形成への寄与」，

「スポーツ組織の体質」，「地域スポーツへの貢献」に分類した．そ

のうち「社会的包摂」に着目している研究（Bruening et al．，

2015；Hayton，2016；Hoye and Nicholson，2009；Peachey et 

al．，2011，2015a，2015b；Spaaij，2012；Walseth，2008）が最

も多く，特に，ボランティア関係者を対象としている研究が中心

となっていた．Bruening et al．（2015）や Hayton（2016），

Peachey et al．（2011，2015a，2015b）は，開発のためのスポー

ツ（Sport for Development）を主題としたイベントのボランティ

ア関係者が対象となっており，活動の対象者や活動者間での人間

関係の構築の中で，信頼関係や社会的課題に対しての規範意識を

共有していくというソーシャル・キャピタルの形成が進むことを

示している．また，Spaaij（2012）や Walseth（2008）は，移民

を対象に地域スポーツへの参加を通してソーシャル・キャピタル

が形成され、社会的包摂が進むのかを検証している．いずれの研

究においてもソーシャル・キャピタルの形成を認め，一定の社会

的包摂が進むことを示しているが，地域スポーツクラブ等の活動

環境によって限界があることを主張している．

　次いで，「コミュニティ形成への寄与」に着目した研究（Adams，

2014；Atherley，2006；Jarvie，2003；Kay and Bradbury，

2009；Skinner et al．，2008；Tonts，2005）も多くみられた．い

ずれの研究においても，地域スポーツへの参与がソーシャル・キャ

ピタル形成につながり，共同体意識の促進（Jarvie，2003）やコ

ミュニティ間の橋渡し型ソーシャル・キャピタルの形成（Ather-

ley，2006），地域コミットメント（Kay and Bradbury，2009），

地域活動の促進（Skinner et al．，2008）に寄与することを示して

いる．一方でTonts（2005）は，スポーツによって形成されたソー

シャル・キャピタルは，社会的要因や経済的要因によって阻害さ

れることもあり，一部住民にとっては排他性をもたらす可能性を

指摘している．

　「スポーツ組織の体質」に着目した研究（Darcy et al．，2014；

Numerato，2008；Numerato and Baglioni，2011，Whittaker 

and Holland-Smith，2016）においては，スポーツの競技団体・

普及団体・ボランティア団体における組織内における体質をソー

シャル・キャピタルの概念を用いて検証している．Numerato

（2008）や Numerato and Baglioni（2011）においては，競技団

体役員間において形成されるソーシャル・キャピタルに着目し，

過度な信頼関係を団体のガバナンスに濫用する可能性があり，限

られた関係者間のソーシャル・キャピタルの形成が排他性をもた

らすことを指摘している．Whittaker and Holland-Smith（2016）

はスポーツ・ボランティア団体を対象とし，団体のメンバー勧誘

の際にソーシャル・キャピタルの排他的な側面が形成され，階層

的な人間関係が構築されることを指摘している．Darcy et al．

（2014）は，マリンスポーツの普及団体を対象に，普及活動を進め

ていく中で，活動に関わるボランティア関係者間のソーシャル・

キャピタルが形成され，新たな人的資本を獲得していることを示

している．組織の構成員間のソーシャル・キャピタル形成につい

ては，新たなネットワークを構築できる可能性と，既存構成員に

よる閉鎖的な人間関係の構築の可能性という両側面を孕んでいる

ことがうかがえる．

　「地域スポーツへの貢献」に着目した研究（Burnett，2006；

飯田，2010；長積ら，2009b）は，いずれも地域スポーツクラブ

関係者を対象としている．Burnett（2006）は，地域スポーツク

ラブでの活動を通じて，クラブ代表者や指導者，会員において形

成されたソーシャル・キャピタルが，クラブ内外でのネットワー

ク構築に投資され，結果としてクラブの運営・活動に貢献するも

のであると主張している．同様に，長積ら（2009b）や飯田（2014）

においても地域スポーツ振興の実践において関係者にソーシャル・

キャピタルの形成が見込まれ，行政担当者においてはスポーツ以

外の分野への幅広いネットワークの構築，クラブ関係者間におい

ては水平的なネットワークの構築が望ましいと指摘している．

　上記のいずれの研究トピックにも分類されなかったが，

Kobayashi et al．，（2011）は，ソーシャル・キャピタルにおける

社会的ネットワークの側面に注目し，雇用機会の確保等の経済的

便益を得ることに繋がることを実証している．研究対象はバヌア

ツのアマチュア・サッカークラブであり，クラブ内外の人間関係

に形成されるソーシャル・キャピタルが，個人を対象として経済

的に資するという点は，Baker（1990）や Burt（1992）の知見を

スポーツによって形成されたソーシャル・キャピタルに着目した

ものであり，今後検証が進められるべき分野といえる．

　表３は，スポーツとソーシャル・キャピタルの関係性について，

量的に検証した研究を示している．それぞれの研究トピックにつ

いて，研究目的，ソーシャル・キャピタルの指標，ソーシャル・

キャピタルとの関連・影響要因，結果を概観し，「ソーシャル・

キャピタル形成の比較」，「コミュニティ形成への寄与」，「資本と

してのソーシャル・キャピタル」に分類を試みた．「ソーシャル・

キャピタル形成の比較」を焦点に置いた研究（Gibson et al．，

2014；Harvey et al．，2007；仲谷，2012；Nicholson et al．，2013；

Okayasu et al．，2010；Seippel，2008；行實・中西，2009）が多

くみられ，スポーツに関わる事象において形成されたであろうソー

シャル・キャピタルを，様々な変数をもとに比較している．仲谷

（2012）や Nicholson et al．（2013），Okayasu et al．（2010），行

實・中西（2009）は，地域スポーツクラブに焦点をあてており，

これらの知見を合わせると，地域団体より地域スポーツクラブの

方が，クラブ設立前より設立後の方が，単一型よりも総合型の方

が，活動のみの会員よりも幅広い運営に参加する会員の方がソー

シャル・キャピタルの形成が進んでいることを示している．また

Harvey et al．（2007）は，スポーツ・ボランティア経験者の方が

ソーシャル・キャピタルの形成が進むことを示しており，Gibson 

et al．（2014）もイベントのボランティアに積極的に参加した層に

おいてソーシャル・キャピタルの形成が進んでいたことを述べて

いる．

　「コミュニティ形成への寄与」を焦点に置いた研究は，質的研

究と同様に研究トピックとしてみられた．Lee et al．（2012）や

Seippel（2006），Perks（2007）は，地域スポーツクラブに所属し

ての活動，もしくは活動経験がソーシャル・キャピタル形成にお

いて有益であることを主張している．長積ら（2009a）はコミュニ

ティの帰属意識に対して，Prins et al．（2014）は規範意識に対し

てソーシャル・キャピタルが正の影響を及ぼすことを指摘してい

る．
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　さらに，「資本としてのソーシャル・キャピタル」の側面を重視

し，独立変数として検証を行っている研究もみられる．Prins et 

al．（2012）は，青少年のソーシャル・キャピタルの形成がスポー

ツ参加を促すことを示しており，Marlier et al．（2015）は，ス

ポーツ参加とソーシャル・キャピタルの形成が，個人のメンタル

ヘルスを改善することに有効であることを主張している．また，

Sjaedi and Nia（2015）はスポーツ行政の職場において，個人の

ソーシャル・キャピタルが職場のパフォーマンスに影響を及ぼす

と述べている．Coleman（1988）が示した，ソーシャル・キャピ

タルが意図的に投資できる資本としての性質を有していることを

支持すれば，ソーシャル・キャピタルを有効活用し，スポーツ参

加をはじめとした地域スポーツの活性化など，さらに知見の蓄積

が進むべきであろう．

　以上，スポーツとソーシャル・キャピタルの関係性についての

研究トピックを，質的・量的研究に分けて動向を整理してきた．

質的に検証を行っている研究においては，「社会的包摂」，「コミュ

ニティ形成への寄与」をトピックとした研究が多くみられた．ス

ポーツやボランティアを通じて，人々，あるいは地域においてど

のようにソーシャル・キャピタルが形成され，また活用されるか

という過程を子細に検証しようという意図から，これらのトピッ

クに注目が集まっていると考えられる．量的に検証を行っている

研究においては，「ソーシャル・キャピタル形成の比較」をトピッ

クとした研究が多くみられた．スポーツに関する様々な事象を比

較要因として，ソーシャル・キャピタルの形成に差がみられるか

という関心が多く集まっている．一方，金子（2009）や森岡（2011）

が主張するように，ソーシャル・キャピタルを“資本”として捉

えている以上，ソーシャル・キャピタルが何らかの問題解決に有

効であることを実証的に検証するという研究課題がある．「資本と

してのソーシャル・キャピタル」と捉えた実証的研究は限られて

おり，今後も研究の余地が残されている．

５．総合型地域スポーツクラブに関する研究の動向

　先行研究の収集にあたっては，文献検索データベースの「CiNii」

と「J-STAGE」を用いた．文献検索をする際には，CiNii では詳

細検索の「タイトル」，J-STAGE では資料種別の「ジャーナル」

と詳細検索の「標題」で検索範囲を制限し，「総合型地域スポーツ

クラブ」をキーワードとした．検索の結果，CiNii では25件，

J-STAGE では９件が該当した．また，J-STAGE の検索結果９

件は，全てが CiNii の検索結果25件に重複していた．検索結果の

うち炭谷（2012）は，総合型クラブを対象としたレビューを行っ

ており，研究のトピックを「総合型クラブのマネジメント」と「総

合型クラブの意義」に分類できるとしている．本研究においても，

この分類区分を参考にしながら，他の分類も含めて検討する．

　表４は，「総合型地域スポーツクラブ」をキーワードとした検索

結果の研究をまとめたものであり，検索結果を概観すると「総合

型クラブのマネジメント」に関する研究が多くみられた．そのた

め，より研究トピックを明確にするために，山口（2006）が総合

型クラブの運営における促進要因としてあげている「人的資源（ヒ

ト）」，「物的資源（モノ）」，「財務（カネ）」，「情報」の観点から整

理を試みることとした．その結果，最も多かったのは「人的資源

（ヒト）」に関する研究であり，運営スタッフやクラブ会員，地域

住民，クラブ外の関係者等に着目している．特にクラブマネジャー

をはじめとした運営スタッフに着目した研究（後藤・森阪，2006；

西原，2012；曾根・折本，2007；行實・清水，2003）が多くみら

れ，活動支援のあり方の検証，批判的検証のいずれにおいてもク

ラブマネジメントの中心的立場として研究対象としての注目を集

めている．次いで，クラブ会員や地域住民といった活動者に着目

した研究（荒木・中村，2013；藤田，2012；行實・中西，2009）

があり，会員の運営参加の可能性，親子や障害者といった新たな

層の参加を模索している．また，行政担当者や学校関係者などク

ラブ外の関係者との関係性に着目した研究（作野・清水，2001；

谷口，2014；冨山ら，2002）においては，クラブの設立や運営を

進めていく上での利害関係の調整や解決に向けての過程の検証を

行っている．「財務（カネ）」に関する研究においては，中村ら

（2003）が健全なクラブ運営に向けての会計試案を示しており，

様々な経費と事業収入・会費収入の対応を明確にするべきである

と指摘している．また原ら（2012）や佐藤ら（2008）は，クラブ

のプログラムを導入する際の会員への負担額の検証を行っており，

クラブが事業収入によって財源を十分に確保するうえで実践的な

知見を示している．「物的資本（モノ）」に関する研究（松橋・金

子，2012）は少ないが，学校体育施設開放事業を委託されている

NPO 法人格を有する総合型クラブを対象に，学校体育施設の利用

における「共有地のジレンマ状態」を克服するうえで，クラブの

法人格の取得による自律的な解決を提示している．

　「総合型クラブの意義」に関する研究（後藤，2008；嘉門，

2016；小林，2012；関根ら，2009）においては，総合型クラブの

設立・育成に当たって，地域住民の生活や地域課題との関係性に

着目している．後藤（2008）は，農山村部を対象として伝統的な

コミュニティが弱体化していく中で，スポーツを実践する中でも

強い土着性を基盤とする共同的生活様式が色濃く残っていること

を示している．また関根ら（2009）は，地域スポーツ団体関係者

が総合型クラブの設立と既存の地域活動との間に不整合を認めな

がらも，地域住民に対して説得・納得という作業を繰り返してき

たことを指摘している．さらに嘉門（2016）は，クラブの設立に

おいては行政の要請を受けながら，健康問題を始めとした地域問

題を対応していくようにクラブの拡充を進めていく過程を明らか

にしている．

　以上，総合型クラブに関する研究の動向として，「総合型クラブ

のマネジメントに関する研究」と「総合型クラブの意義に関する

研究」という大きく２つの流れがみられた．「総合型クラブのマネ

ジメントに関する研究」においては，「人的資本（ヒト）」，「財務

（カネ）」，「物的資本（モノ）」に焦点をあてた研究がみられ，特に

「人的資本（ヒト）」に焦点をあてた研究が多くみられた．山口

（2006）が指摘するように，人的資本はクラブ運営を促進するうえ

で特に重要であり，運営スタッフ，活動者が研究対象として注目

を集めていた．また「総合型クラブの意義に関する研究」では，

総合型クラブの設立・育成と地域生活との関係性を検証している

研究が占めていた．いずれの研究も質的アプローチを通じて，総

合型クラブの設立・育成過程において，地域住民・行政担当者が

地域生活の文脈に総合型クラブの存在を位置づけていく側面を検
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証していた．

６．総合型地域スポーツクラブを対象としたソーシャル・キャピ

タル論の有効性と課題

　本研究の目的は，総合型クラブを対象とした研究においてソー

シャル・キャピタル論の援用の有効性と課題について，文献レ

ビューを通して検証することであった．その研究目的を達成する

ために，「ソーシャル・キャピタルの定義をめぐる議論の概観」，

「スポーツ分野におけるソーシャル・キャピタル研究の動向」，「総

合型クラブに関する研究の動向」に分けて，レビューと研究トピッ

クの分類を試みた．「ソーシャル・キャピタルの定義をめぐる議論

の概観」では，ソーシャル・キャピタルという用語の定義に関し，

おおよそ「信頼」，「規範」，「ネットワーク」といった下位概念を

含んではいるもののコンセンサスはない．特に，社会学の分野で

ミクロな視点で論じられてきた側面と，政治学の分野でマクロな

視点で論じられてきた側面に大きな違いが認められた．ミクロな

視点でソーシャル・キャピタルを捉える研究では，個人・組織が

他者・外部組織との信頼，互酬性の規範を伴うネットワークを築

き，有形・無形の成果を生み出す資本としての性格が着目されて

いる．社会学から経営学，経済学にソーシャル・キャピタルの援

用が進むと，より実利的な目的のために投資される資本としての

性格が強調されている．一方，マクロな視点でソーシャル・キャ

ピタルを捉える研究では，国や地域（一定以上の行政区分）を対

象として，主に行政施策の効率的な波及を促す要因として扱われ

ている．近年では，国際的な開発援助事業を対象として，事業を

展開していく上で現地の重要な素地として調査・報告が行われて

いる．これらの傾向から，Ostorm and Ahn（2003）が指摘する，

ソーシャル・キャピタルのミクロ・マクロレベルでの捉え方を踏

まえ，ソーシャル・キャピタルとの関連性を扱う対象や分野によっ

て，定義の仕方を検討しなければならない．特に，ソーシャル・

キャピタルを定量的に捉える研究においては，定義の内容が測定

指標に直接反映されるので，研究対象に即した定義の設定が必要

となる．

　「スポーツ分野におけるソーシャル・キャピタル研究の動向」

では，ソーシャル・キャピタルを質的・量的にとらえる研究に分

類して研究の動向を整理した．まず質的研究においては，「社会的

包摂」，「コミュニティ形成」，「スポーツ組織の体質」，「地域スポー

ツへの貢献」といった研究トピックがみられた．特に「社会的包

摂」と「コミュニティ形成」をトピックとした研究が多くみられ，

地域スポーツ，スポーツ・ボランティア等の活動の中で，そこに

関わる人々の間でソーシャル・キャピタルが形成される過程や要

因を詳細に検証しようとする傾向がみられる．また，「スポーツ組

織の体質」や「地域スポーツへの貢献」に着目した研究において

は，ソーシャル・キャピタルの形成の方向性によって，スポーツ

団体やスポーツクラブにとってプラスにもマイナスにも作用する

可能性があることを指摘している．量的研究においては，「ソー

シャル・キャピタル形成の比較」，「コミュニティ形成への寄与」，

「資本としてのソーシャル・キャピタル」といった研究トピックが

みられた．特に「ソーシャル・キャピタル形成の比較」に着目し

た研究が多く，住民調査の二次分析や地域スポーツクラブへの質

問紙調査をもとに，スポーツ参与，地域スポーツクラブへの参加

等がソーシャル・キャピタル形成に有効であることを実証してい

る．一方でソーシャル・キャピタルを資本として捉え，独立変数

や媒介変数として扱う研究は限られており，ソーシャル・キャピ

タルを資本として投入するうえで有効な対象を検証していくうえ

でも，研究の余地が残されている．特に，地域スポーツ振興の事

業やスポーツ組織の運営において，ソーシャル・キャピタルがど

のような内容に有効であるのかを具体的に示すことができれば，

研究の社会的意義が大きいといえる．

　「総合型クラブに関する研究の動向」では，「総合型クラブのマ

ネジメント」と「総合型クラブの意義」という研究トピックがみ

られた．「総合型クラブのマネジメント」に関する研究では，クラ

ブの運営スタッフや会員・地域住民といった活動者，クラブ外の

関係者といった「人的資本（ヒト）」が研究対象として注目されて

いた．これまでの総合型クラブに関する知見においても，ヒトの

重要性は強調されてきたが，今回のレビューにおいても同様の傾

向が反映されていた．また，少ないながらも財源確保や事業収入

の算出といった「財務（カネ）」や，スポーツ施設の有効利用とい

う「物的資本（モノ）」に焦点をあてた研究もみられた．総合型ク

ラブ育成への実践的な知見の必要性を鑑みると，今後より重要視

されなければならないといえる．「総合型クラブの意義」に関する

研究では，地域生活の課題や価値観に基づいて総合型クラブの設

立や，クラブによるスポーツ振興の意義を議論している．行政施

策として推進されてきた総合型クラブについて，クラブの住民主

導化・地域事情に基づいたクラブ育成を検討するうえで，重要な

論点といえる．つまり，総合型クラブを地域住民が主体的に運営

するうえで，運営上の課題に対する方策を示すという側面と，行

政との協働で地域スポーツ振興をはじめとした諸問題に取り組む

コミュニティ形成を促進するという側面に立って，知見が蓄積さ

れることが望まれる．

　これらのスポーツ分野におけるソーシャル・キャピタル，およ

び総合型クラブに関する知見をもとに，総合型クラブを対象とし

てソーシャル・キャピタル論を援用する際の研究課題を示す．第

一に，総合型クラブの運営・活動を通して，どのようにソーシャ

ル・キャピタルが形成されるかを検証することである．具体的に

は，クラブ代表者やクラブマネジャーといった運営スタッフを対

象として，どのようなクラブ運営の内容がソーシャル・キャピタ

ルの形成につながっているのか，また，どのような取り組みを経

てソーシャル・キャピタルが形成されているかを明らかにするこ

とである．先行研究の検討から，これらを詳細に検証するうえで

は質的アプローチが適しているといえる．第二に，総合型クラブ

の運営スタッフにおいてソーシャル・キャピタルの形成が進むと，

具体的にどのような活動内容に差がみられるかを検証することで

ある．先行研究でみられたようにソーシャル・キャピタルの形成

自体を比較するのではなく，ソーシャル・キャピタルの形成度合

いを分類して具体的にどのような活動評価に差がみられるかを検

証する．その結果，総合型クラブが抱える運営課題に対して，ソー

シャル・キャピタルが貢献できる内容を示すことができる．第三

に，ソーシャル・キャピタルを資本として捉え，総合型クラブの

運営・活動に有効であるかを定量的に検証することである．ソー
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シャル・キャピタルを明確に独立変数として捉えた研究は限られ

ており，ソーシャル・キャピタルの測定尺度の設定，クラブの運

営・評価指標も合わせて検討の余地がある．それらを踏まえ，ソー

シャル・キャピタルが総合型クラブの運営に及ぼす影響を定量的

に検証し，クラブの形態・規模等の比較を行うという研究課題が

あげられる．その結果，クラブの育成支援におけるソーシャル・

キャピタルの有効性や，具体的な育成支援の取り組みに対する実

践的な知見をもたらすことができると考えられる．
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